
　奈良時代、平城京では日本古来の文化に世界の文化を取り入れ、新たな文化や技術
が生み出されました。そのひとつが食文化です。
　県では、平城京が日本の食文化のルーツであることを踏まえ、平城宮跡歴史公園
（県営公園区域）を県内外、世界へのつながりを演出する“食のハブ拠点”として整備。
平城京の現代版ともいえる空間づくりを目指します。
　今回は観光戦略本部平城宮跡周辺エリア部会の結果を基に、令和7年10月1日に改定
した「平城宮跡歴史公園 県営公園区域 基本計画」の内容など、これからの平城宮跡に
ついて紹介します。

出典：国営飛鳥歴史公園事務所
ホームページ

出典：国営飛鳥歴史公園事務所
ホームページ
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日本のはじまりを今に伝える

のこれから
平城宮跡

大極門（南門）

東楼

第一次大極殿
朱雀門
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日
本
各
地
の
食
材
を
扱

う
市
が
立
ち
、今
で
い
う
居

酒
屋
の
よ
う
な
飲
食
店
も

軒
を
連
ね
る
一
大
美
食
都

市
だ
っ
た
平
城
京
。そ
れ
を

証
明
す
る
の
が
、木
簡
な

ど
の
出
土
品
で
す
。か
つ
て

平
城
京
が
あ
っ
た
エ
リ
ア

か
ら
は
、ど
こ
か
ら
ど
の
よ

う
な
食
材
が
持
ち
込
ま
れ
た
か
を
記
し
た
荷
札

木
簡
や
、お
酒
や

“く
き
”と
呼
ば

れ
る
現
在
の
浜
納

豆
に
似
た
調
味
料

の
レ
シ
ピ
を
記
し

た
木
簡
な
ど
、食

に
関
す
る
多
く
の

木
簡
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
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奈
良
時
代
、平
城
京
に
は
日
本
各
地
か
ら
特
産
品
が
納
め
ら
れ
、遣

唐
使
や
渡
来
人
に
よ
っ
て
外
国
の
食
や
技
術
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

当
時
の
人
々
は
そ
れ
ら
の
食
材
を
よ
り
お
い
し
く
、そ
し
て
長
く
楽
し

む
た
め
に
加
工
技
術
を
考
案
。味
噌
や
醤（
ひ
し
お
）な
ど
の
発
酵
食

品
を
生
み
出
し
た
の
で
す
。や
が
て
そ
れ
が
全
国
に
広
が
り
、日
本
の

食
文
化
と
し
て
確
立
。お
茶
や
ま
ん
じ
ゅ
う
も
奈
良
発
祥
で
す
。

税を都に運ぶ人々

平
城
京
は
、美
食
の
ま
ち
・
食
文
化
の

発
信
拠
点

奈
良
時
代
の
木
簡
に
は

食
に
関
す
る
情
報
が
い
っ
ぱ
い

出典：「奈良文化財研究所創立50周年記念
　　　飛鳥・藤原京展
　　　ー古代律令国家の創造ー」 

出典：奈良文化財研究所

木
簡
な
ど
の
出
土
文
字
史
料
か
ら

平
城
京
の
研
究
に
励
む
、

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
長
の

馬
場
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

独立行政法人国立文化財機構
奈良文化財研究所
埋蔵文化財センター長 馬場 基さん　

　
平
城
京
に
運
び
込
ま
れ
た
品
々
は
、

各
地
の「
い
ち
ば
ん
大
事
な
も
の
」。

「
大
事
な
も
の
」は
、そ
の
土
地
や
海
の

力
が
つ
ま
っ
た
特
別
な
も
の
と
し
て
、

神
様
や
天
皇
に
さ
さ
げ
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

令
和
6
年
に
聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
に

関
す
る
木
簡
が
出
土
し
、イ
カ
や
干
し

ア
ワ
ビ
、梨
、栗
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

平
城
京
に
納
め
ら
れ
た
の
は

全
国
各
地
の
“と
っ
て
お
き
”

グ
ル
メ
な
貴
族
た
ち
の
お
気
に
入
り
は
、

“初
物
”
と
“生
も
の
”

平
城
京
を
ふ
た
た
び

“食
の
発
信
拠
点
”
に
す
る
た
め
に

　
鹿
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
肉
、

「
蘇
」と
言
わ
れ
る
古
代
の
チ
ー

ズ
、夏
は
甘
酒
や
氷
、と
貴
族
の

食
生
活
は
実
に
豊
か
で
す
。奈
良

の
野
菜
、柿
や
イ
チ
ゴ
、ジ
ュ
ン
サ

イ
な
ど
も
好
ん
で
食
べ
て
お
り
、

「
初
物
」が
好
き
と
い
う
ミ
ー
ハ
ー

な
一
面
も
あ
り
ま
し
た
。「
生
も

の
」に
も
目
が
な
く
、大
阪
湾
や

伊
勢
・
志
摩
か
ら
生
魚
を
運
び
込

ま
せ
、干
し
魚
は
生
に
近
い
食
感

に
な
る
よ
う
戻
し
方
を
工
夫
し
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
平
城
京
の
人
々
は
、さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
方
や
加

工
に
挑
戦
し
、食
を
現
在
に
も
つ
な
が
る
ひ
と
つ

の
文
化
へ
と
醸
成
し
て
き
ま
し
た
。ぜ
ひ「
食
の
ハ

ブ
拠
点
」と
な
る
平
城
宮
跡
で
、過
去
の「
挑
戦
」

に
思
い
を
は
せ
、今
の「
挑
戦
」に
舌
鼓
を
打
ち
、未

来
へ
の「
挑
戦
」を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

インタビュー

令和６年に平城京跡で
発掘された
「大嘗祭」にまつわる木簡
出典：奈良文化財研究所

平
城
京
と

日
本
の「
食
」に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す

世
界
が
認
め
る
日
本
食
の
ル
ー
ツ
は
平
城
京
に
あ
り
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中東
約1,300店
（約1,300店から横ばい）アフリカ

約690店
（約700店から横ばい）

北米
約28,600店
（約31,200店から約1割減）

中南米
約12,900店
（約6,100店から約2倍）

ロシア
約3,200店
（約3,100店から横ばい）

アジア
約122,000店
（約100,900店から約2割増）

大洋州
約2,500店
（約2,500店から横ばい）

欧州
約16,200店
（約13,300店から約2割増）

66.3
46.4 42.5

24.6 21.9 18.8 13.4 12.5 10.3 9.7
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1位 2位 3位

好きな外国料理（6都市全体結果）
好きな外国料理の1位は「日本料理」

日本
料理

イタ
リア
料
理

中国
料
理

韓
国
料
理

アメ
リカ
料
理

フラ
ンス
料
理

タイ
料
理

イン
ド料
理

メキ
シコ
料
理

中東
・ア
ラブ
料
理

出典：ジェトロ「日本食品に対する海外消費者意識アンケート調査」
（平成26年3月）を基に作成

出典：日本貿易振興機構調査（平成26年3月）※複数回答可、回答者数
に対する回答個数の割合。（自国の料理は選択肢から除外）

出典：外務省調べに基づき、農林水産省において集計。（　）内は令和3年調査結果との比較。なお、本調査は隔年で実施。
農林水産省 輸出・国際局／Export and International Affairs Bureau. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.
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奈
良
県
の
観
光
客
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の

令
和
元
年
で
年
間
4
，5
0
2
万
人
。奈
良

公
園
に
は
約
1
，3
0
0
万
人
が
訪
れ
て

い
ま
す
。一
方
、平
城
宮
跡
歴
史
公
園
に
は

奈
良
公
園
の
1
／
10
の
約
1
3
0
万
人

し
か
訪
れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。

奈
良
市
内
の
主
要
観
光
地
で
あ
る
奈
良

公
園
周
辺
と
西
ノ
京
周
辺
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
と
い
う
強
み
を
活
か
し
、今
後

の
集
客
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
奈
良
公
園
周
辺

に
集
中
し
て
お
り
、奈
良
公
園
周
辺
の

2
％
程
度
し
か
訪
れ
て
い
ま
せ
ん
。平

城
宮
跡
歴
史
公
園
は
、欧
米
豪
諸
国

と
東
ア
ジ
ア
の
観
光
客
に
人
気
が
あ

り
、な
か
で
も
6
月
〜
12
月
は
、当
時
、

平
城
京
と
盛
ん
に
交
流
し
て
い
た
東

ア
ジ
ア
の
観
光
客
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

平
城
宮
跡
歴
史
公
園
の
強
み

　

農
林
水
産
省
の
発
表
に
よ
る
と
令
和
5
年
時

点
で
、海
外
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
概
数
は
２

年
前
か
ら
約
２
割
増
の
約
18.

7
万
店
。観
光
庁

の
調
査
に
よ
る
と
訪
日
外
国
人
の「
訪
日
前
に
期

待
し
て
い
た
こ
と
」の
第
一
位
が「
日
本
食
を
食
べ
る

こ
と
」、ま
た
日
本
貿
易
振
興
機
構
の
調
査
に
よ
る
と
海

外
消
費
者
の「
好
き
な
外
国
料
理
」の
第
一
位
が「
日
本
料

理
」に
な
る
な
ど
、そ
の
人
気
の
高
さ
は
デ
ー
タ
に
お
い
て

も
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
外
で
高
ま
る
日
本
食
へ
の
関
心

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　

日
本
人
観
光
客
も
奈
良
公
園
周
辺
に

集
中
し
て
お
り
、奈
良
公
園
周
辺
の
50
％

程
度
し
か
訪
れ
て
い
ま
せ
ん
。歴
史
ロ
マ

ン
に
ど
っ
ぷ
り
浸
れ
る
平
城
宮
跡
歴
史

公
園
は
高
齢
の
方
に
人
気
が
高
く
、ま

た
各
年
齢
層
と
も
男
性
の
観
光
客
が
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
。女
性
や
若
い
世
代

に
向
け
た
魅
力
創
出
が
来
訪
者
増
加
の

鍵
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

日
本
人
観
光
客

平
城
宮
跡
歴
史
公
園
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　
「
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」「
伝
統
的
酒
造
り
」が
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
を
機
に
、国
内
外
で
日
本
食
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。ま
た
旅
の
目
的
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の「
モ
ノ
消

費
」か
ら
、日
本
の
文
化
や
伝
統
、食
事
な
ど
の
体
験
を
楽
し
む「
コ
ト
消

費
」に
移
行
し
て
お
り
、日
本
の
歴
史
遺
産
、そ
し
て
日
本
の
食
文
化
の

ル
ー
ツ
で
あ
る
平
城
宮
跡
歴
史
公
園
へ
の
期
待
は
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

日
本
食
を
楽
し
む
こ
と
が
旅
の
目
的
に

滞在者数および国籍別の内訳 欧米豪

東南／西アジア
その他

東アジア

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12（月）

（人）
3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

出典：奈良県観光データ「見える化」推進事業 実施結果報告書
データ提供：「Japan Travel by Navitime」のGPS

令和5年度西の京・平城宮跡エリア（インバウンド）

性別・年代別来訪者数
男性 女性
%は前年比

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000
（人）

（N=1,784,494人）

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳～

126.2％
95.8％

95.3％
117.0％

99.3％
108.0％

116.7％
121.7％

117.8％
122.8％

110.7％
146.6％

出典：奈良県観光データ「見える化」推進事業 実施結果報告書
データ提供：株式会社データワイズ

令和５年度平城宮跡エリア（日本人観光客）

国営平城宮跡歴史公園周辺図より作成

新大宮駅

大和西大寺駅

奈良公園周辺

近鉄奈良駅

三条通り

大宮通り
1k
m圏
内

2k
m圏
内

3k
m圏
内

JR
奈
良
駅

JR
大和
路線

JR桜井線

平城宮跡歴史公園周辺図

東大寺

興福寺

元興寺

薬師寺

唐招提寺

春日大社
春日山原始林

平城宮跡歴史公園

西ノ京周辺

近
鉄
橿
原
線
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チャレンジ・クリエイティブな活動

“日本の食のはじまりは奈良”
 平城京から、県内外、世界への

つながりを演出

情報発信
ストーリー性のある
情報発信を実施

地域との連携・協働
地域住民などと
連携・協働し、

にぎわいづくりを演出

交通環境の充実
県営公園区域への
交通環境を充実

周辺環境の充実
河川や道路が軸となり、

奈良公園、平城宮跡歴史公園、
西ノ京のつながりを創出

平城京を感じられる空間づくり
平城京の風土と調和した
居心地のいい空間づくり

食のハブ拠点の創出

　

平
城
宮
跡
歴
史
公
園（
県
営
公
園
区
域
）で
は
、奈
良

観
光
の
玄
関
口
と
し
て
の
拠
点
性
と
利
便
性
を
活
か

し
、平
城
京
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
、“日
本
の
食
の
は
じ
ま
り
は
奈
良
”を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
た
食
の
ハ
ブ
拠
点
を
整
備
し
ま
す
。

　

朱
雀
大
路
を
は
じ
め
と
し
た
遺
構
や
平
城
京
の
広

が
り
を
体
感
し
な
が
ら
、奈
良
な
ら
で
は
の
食
を
体
感

で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
を
誘
致
。当
時
の
平
城

京
で
は
、様
々
な
人
が
集
ま
り
活
躍
し
て
い
た
史
実
を

踏
ま
え
、新
し
い
ア
ー
ト
や
価
値
を
生
み
出
そ
う
と
す

る
人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
場
に
も
し
て
い
き
ま
す
。

4県公園企画課 ☎0742‐27‐8945　60742‐27‐7488
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平
城
宮
跡
歴
史
公
園
で
は
、平
成
20
年
、長
期
的
な
整
備
・
管
理

を
進
め
て
い
く
上
で
踏
ま
え
る
べ
き
基
本
的
な
内
容
を
定
め
た「
基

本
計
画
」を
策
定
。“奈
良
時
代
を
今
に
感
じ
る
”空
間
の
創
出
を
基

本
理
念
に
公
園
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
に「
大
宮
通
り
よ
り
南
側
の
区
域
」を
追
加
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
、本
県
が
中
心
と
し
た
地
元
が
整
備
す
る
区
域（
県
営
公

園
区
域
）の
基
本
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、令
和
６
年
度
の
観
光
戦
略
本
部
平
城
宮
跡
周
辺
エ
リ
ア

部
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、県
営
公
園
区
域
の
基
本
計
画
の
改
定
案
に

つ
い
て
、令
和
7
年
７
月
か
ら
１
か
月
間
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、県
民

の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
お
聞

き
し
た
う
え
で
、10
月
1
日
に
基
本
計
画
を
改

定
し
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
で
は
、大
宮
通
り
よ
り
南
側
の
区

域
を
、「
平
城
京
を
体
感
で
き
る
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
」の
エ
リ
ア
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

平城宮跡歴史公園(県営公園区域）
について詳しくはこちら

公園企画課HP

奈
良
時
代
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、「
日
本
の
食
」と

「
チ
ャ
レ
ン
ジ・ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

空
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

さらなるにぎわいや魅力向上に向けて取り組みます
令和13年度の全面供用に向けて、今年度は、観光戦略本部平城宮跡
周辺エリア部会に設けたワーキンググループにて議論を深め、令和８
年度に民間事業者を公募する予定です。

令和7年度   観光戦略本部平城宮跡周辺エリア部会
令和８年度   民間事業者の公募
令和13年度下期   全面供用

平
城
宮
跡
歴
史
公
園（
県
営
公
園
区
域
）基
本
計
画
を
改
定

平
城
宮
跡
歴
史
公
園
の

こ
れ
か
ら
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第一次
大極殿正殿

朱雀門

大宮通り

三条通り

東院庭園

市
道
大
極
線（
み
や
と
通
り
）

①建物等復元エリア
②遺構表示エリア
③遺構展示表現エリア
④中央緑陰エリア

⑤東緑地エリア
⑥西緑地エリア

⑦外周緑陰エリア
⑧大垣・条坊道路エリア
⑨東西エントランス

⑩朱雀大路エリア
⑪拠点施設エリア
⑫ターミナルエリア
⑬平城京を体感できる
　にぎわいづくりエリア

シンボル動線　　　　循環動線

特別史跡 平城宮跡
史跡 平城京朱雀大路跡

シンボル
ゾーン

緑地ゾーン

外周ゾーン

拠点ゾーン

利用整備エリア区分図

大宮通りより
南側の区域

大宮通りより
南側の区域

大
宮
通
り

三条
通り

たとえば奈良のいちご、三輪そう
めんを使ったメニューを提供する
カフェ兼特産市場がほしい

大宮通りに陸橋か地下道を設置
してほしい

世代や文化を超えて交流できる
集いの場を整備してほしい

集客には、十分な台数を確保し
た駐車場が必要ではないか

県民の皆さんから
お寄せいただいたご意見（一部抜粋）

アーティスト

演奏家 シェフ
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